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建築物等の強風災害とその軽減へ向けて

 

Wind-induced damage to buildings and future risk reduction
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　風圧力は建物等の表面から作用するため、風による被害の大半は、建物を被覆している外装仕上材やそれを

支える2次部材である。壁面のガラス窓や屋根軒先の破損により、風が室内や屋根裏に突入し、壁面や屋根全

体の大被害に発展することもある。建物の耐風設計では、主要な柱や梁などの構造骨組の設計はもとよ

り、「外装仕上材の耐風設計」が肝要なのである。 

 

　破損した金属屋根や瓦、壁面の部分、看板などの建物付属物、ベランダ等に置いた設置物などは、風に

載って飛散し、風下側の建物などに衝突して被害を連鎖させる。飛散物の速さは最終的には風速と同程度とな

るが、空気の質量は水のほぼ1000分の1程度であり、水と同程度の質量の飛散物が同じ速さでやってきたとす

ると、容易に想像つくであろうが、その衝撃力は風圧力よりも遙かに大きい。したがって、例えば濡れタオル

が飛んできて住宅のガラス窓に当たった程度でも、簡単に割れてしまう。飛散物による「被害の連鎖」は風被

害の特徴である。 

 

　台風や竜巻などの強風時は夥しい飛散物が飛び交う状況にあり、この状況の中で人命や建物を守る算段をし

なければならない。「耐風圧性能」だけでなく「耐飛散物性能」が要求され、両者が完備してはじめて「耐風

性能」の優れた建物となる。日本家屋に従来からあった雨戸は、防犯やプライバシーの保護だけでなく、飛散

物に対する耐衝撃性が高く、耐風性能向上に大きき寄与してきた。最近はアルミサッシュの普及、出窓などの

出現に伴って、雨戸のある住宅が激減しているが、少なくともシャッターの設置は望まれるところである。や

や高価にはなるが、フィルム入りガラスの使用なども極めて有効である。近くに居る人命の保護の点で

は、カーテンを閉じておくことも有効である。 

 

　建築物等の耐風設計は、「風作用（風荷重）」と「構造性能（耐力）」の比較によって行われるが、これま

での風工学における研究の大半は「風作用（風荷重）」の正確な見積もりに費やされてきており、強風時の

「構造性能（耐力）」の評価に関しては必ずしも十分ではない。また、突風等で被害を受ける建築物等に

は、仮設構造物として扱われているものや、風速に応じて管理することが前提となっているものも多く、これ

らに対する設計規範や管理体制も、必ずしも十分ではない。　 

 

　講演では、以上のことを含んで、建物等の台風による被害例、竜巻等の突風による被害例、建物の耐風性能

向上対策、電力施設などの社会インフラの耐風性能向上の必要性、実大ストームシミュレータの必要性などに

ついて述べる。
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